
来るべき高度情報化社会に備え,日立製作所はその技術

の重点を卓越した半導体技術を中心に,コンピュータと通信

ネットワークを結合したシステム技術,及び効率的なソフトウ

ェア技術によって,変化の激しい社会のニーズにこたえてい

る｡エレクトロニクス革命の中心である高性能･高集積度半

導体技術の結晶であるスーパーコンピュータHITAC S

一別0は,東京大学,その他に設置され,既に630MFLOPS

の高性能の稼動を開始している｡これら最先端の技術は,大

中形機から小形機へと技術展開され,特に小形機L450/

470では,2万ゲートのCMOSを採用し省エネルギー,省

スペースを実現している｡更に,この半導体技術は端末機に

受け継がれて,PT-1,T-560/20シリーズ,銀行端末,

POSなど各種の多機能･高性能機器を実現している｡更

に,ファイル機器については1,260Mバイト/スピンドルの大

容量磁気ディスク装置の本格的な大量生産体制を確立す

る一方,高速化の要望に対してはNMOSメモリ採用の半

導体外部記憶装置で平均アクセス時間300/JSを実現し,ま

た超大容量化要望に対しては光ディスク記憶装置によって

2.6Gバイト/枚を実現し,ファイル装置の多様化を図ってい

る｡特に光ディスク記憶装置は,ホストコンピュータだけでな

く,HITAC T-560/20マルチワークステーションにも接続

でき,HIOFISによりコード情報並みにイメージ情報を取り

扱うことができ,OA機能の実現の幅を更に大きく拡大してい

る｡このHIOFISはホストコンピュータを中心としたOA化を

実現するため,文字,文書,図形,画像などの多元情報を

一元的に管理･処理するためのシステムである｡コンピュータ

と通信ネットワークとの結合に対するユーザーのニーズはま
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すます高度化･多様化し,金融業,証券業での国際情報シ

ステムの例などに見られるように,大形コンピュータにHIPA

-NETなどを介して国内,海外の大量の各種端末を接続し

たシステムや,LANを使用したOAシステムも既に稼動して

いる｡更に,ニューメディア及びINS対応のデータ通信シス

テム,またCS-2など通信衛星を介した高速データ通信シス

テム時代を目前にひかえ,その開運システムを開発中である｡

ソフトウェアの世界では,多様化･高度化するユーザーのニ

ーズに効率的に対応するため,システム開発維持の標準的

手順,技法,ツールなどの体系としてHIPACEを提供して

きたが,今回更にその一環として,プログラムの開発効率向

上のための支援ツールEAGLEを開発し,実用化に入っ

た｡更に,それら技法により作成したアプリケーションパッケー

ジも多くの菜種に及び広く利用されている｡

制御用コンピュータの分野でも,高性能かつ安価なマイク

ロコンピュータの実用化の影響は大きい｡HIDIC V90シリ

ーズの下位機種として,CPUに16ビットマイクロプロセッサ

HD6鮒00を採用したV90/5を開発した｡ソフトウェア面

でも,急速に普及しつつある米国ベル研究所開発のUNIX

をOSのレパートリーに加え,国際流通ソフトウェアの使用を

容易にさせ,ユーザーの利便と応用範囲の拡大を図ってい

る｡計算機制御アルゴリズムの面では,知識工学を応用した

条件判断制御の実地使用が試みられ,これに適した言語を

備える分散形FAコントローラや,新規開発の画像処理専

用VLSIを核とするリアルタイム画像認識装置が開発され,

いずれも主としてFA分野での普及が期待されている｡



東京大学大型計算機センター

納めH‖‾AC S●810スーパー

コンピュータ

東京大学大型計算機センターは,全

国共同利用施設として一貫してその時

代の科学技術計算用超大型機を導入

し,研究者の利用に供してきている｡

本システムはHITAC Mシリーズ最

上位機種であるHITAC M-280H4

台とM-200H4台から構成されてい

たが,このたびM-200H2台に香えて

スーパーコンピュータHITACS-

810/20を導入した■ものである(図

り｡

最近,科学技術の多くの分野で,複

雑かつ大規模な計算が必要になってき

ている｡例えば,素粒子,原子核,分

子,半導体,気象,核融合,航空工学,資

源探査など多くの分酪で,実施困難な

実験,費用や時間のかかる実験などを,

コンピュータの中で数値シミュレーシ

ョンにより行なう要求が高まっている｡
HITAC S-飢0スーパーコンピュータ

は,このような高速処理を必要とする

分野に,特に適合するように開発した

コンピュータで,1秒間に6.3億回の浮

動/ト数点演算を処理することができる｡

東京大学では国産初のスーパーコン

ピュータHITAC S一別0/20(64Mバイ

ト)を導入し,全国の大学などの研究

者による共同利用によって,先端技術

及び学術分野の発展に貢献することを

期待している｡

HITAC Mシリーズプロセッサ

グループの開発

HITAC Mシリーズプロセッサグ

ループは,多様化するシステムニーズ

にこたえるために開発した四つのプロ

セッサグループ(M-280,M-260,M-

240,M-220)で構成する(表1)｡超

高速処理と大規模システムへの市場要

求にこたえるために,Mシリーズの最

上位機種であるHITAC M-280Hの

強化とともに,OA,分散ネットワーク

化の要求に対応するHITAC M-

220Dまで10機種にわたる幅広い製品

ラインの拡充･強化を図った｡Mシリ

ーズ70ロセッサグループでは,高速･

高集積度LSIを核とする最新のハー

ドウェア技術,及び論理方式上の工夫

によって,処理性能,信頼性,操作性

の向上を実現した｡また,各プロセッ

サグルー70内で,設置場所での上位モ

デルへの移行(フィールドアップグレ

ード)を可能とした｡

H=‾AC L-450/L-470シス

テムの開発

HITAC L-450/L-470は,オフィス

業務のEDP化,省力化を図るいわゆ

るOA化の需要に十分対処できるよ

うに開発した小形コンピュータシステ

ムである(図2)｡ハードウェアの主な

特長は,次に述べるとおりである｡

(1)最新のハイテクノロジー(高速･

高密度CMOS超LSI,大容量8inディ

車､h恥e朽,:ミ､Lミンご､k..琴二ら軸

スタなど)の採用によって,高性能で

小形化,省エネルギー化を図った｡

(2)新アーキテクチャの採用で本格的

な仮想記憶制御を実現した｡

(3)省力化のための自動運転機能を強

化した｡

(4)複合機能端末,ファクシミリなど

の接続によるシステムOAを実現した｡

(5)L-450からL-470へフィールドで

のアップグレードを容易にした｡

榔Pく済ぞ去〔)締享J℃r′鵬;芝5Sロ汚

図l東京大学大型計算機センター納めHITACS-810スーパーコンピューク

図2 H汀AC L-450/L-470システム

表1H汀AC Mシリーズプロセッサグループの仕様

N仇 項 目 性 能
主記憶装置

バッファ記憶

容量(kバイト)

チ ャ ネ ル

主な付加機構
素子 容量(抄〈イト) 接続台数 トタルカレーナント

1

M-2さ0

70ロセッサグループ

(1)M一光OH M-280Dの約1.3倍

N

M

0

16～64 256 8～32 96Mバイト/秒 Ⅵレナ7セセッサ,仏p

(2)M-280D M-180の約3-4倍 16-64 64 8～32 96バイイト/秒 1AP

2

M-260

7℡ロセッサグループ

(1)M-260K M一訪OHの約1.3倍 8-32 64 8～24 60Mバイト/秒 HSA

(2)M-260H M-260Dの約1.4倍 S さ-32 64 8-24 56Mバイト/秒 HSA

(3)M一加OD M-170の約3～3.5倍 64

k

ピ

ツ

ト
R

A

8-32 32 8-24 56Mバイト/秒 HSA

3

M-240

プロセッサグルー70

(1)M-240H M一朗ODの約1.5倍 2-16 64 5-8 16Mバイト/秒 HSA

(2)M-240D M-150の約4倍 M 2-16 64 3～8 12Mバイト/秒

4

M-220

プロセッサグループ

(1)M-220K M-220Hの釣1.6倍 2-8 3-8 10Mバイト/秒
(2)M-220H M-220Dの約1.5倍 1-8 3-5 7Mバイト/秒

(3)M-220D L-340の約2～2.5倍 1-8 3-5 6Mバイト/秒

注:略語説明 mP(内蔵アレイプロセッサ),HSA(高速演算機構)
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分散形GRADAS

HITAC DS-1000の開発

HITAC DS-1000は,企業内の各設

計部門で独立に答易に導入できる分散

形のCAD/CAM専用システムとして

開発したものである｡上位の大規模シ

ステムと共通のアプリケーシ昌ンソフ

トウェアを動作させるために,高性能

でコンパクトな専用処理装置と,対話

応答性の良いオペレーティングシステ

ムOSGS(Operating System for

GRADAS)と高機能なグラフィックタ

ーミナルG-760Sを開発した(図3)｡
主な特長を次に述べる｡

(1)豊富なアプリケーションソフトウ

ェアを準備し,設計から製造までの一

貫システムを容易に実現できる｡

(2)プリゼネレーションしたシステム

の提供,日本語(i実字)ガイダンスな

どによって,導入と同時に業務が開始

できる｡

(3)HITAC Mシリーズと共通なハ

ードウェア技術を採用して,高性能･

高信頼性を実現し,かつ上位移行性の

良いシステムとしている｡

主な仕様を表2に示す｡

表2 HITAC DS-川00の主な仕様

製 品 名 仕 様

処 理 装 置
2～4Mバイト,3チャネル

1,500ゲート/チッフ1SI使用

デ ィ ス ク 100～400Mバイト

磁気 テ
ー プ

1,600bpi

50～160kバイト/秒

ラインプリンタ 305-605行/分

フロッビーチィスク
1Mバイト×2

処理装置に内蔵

紙 テ ー プ
入力 600字/秒
出力110字/秒

グラフィソクターミナル

G-760S

カラー7色･63色.漢字

タブレット(AO.A2)

1～4台

ア70リケーション

HICAD/2D,3D 2次元･3次元設計

HICAD/NC2 NCプリポスト70ロセリサ

HIAPT NCメイン7Lロセッサ

HICARDS 電子回路基板設計

半導体言己憶装置の開発

H-6911/15形半導体記憶装置は,電

子計算機システムの高性能,高速化に

伴い外部記憶装置の高速化のニーズに

こたえて開発された装置である(図

4)｡主な特長を次に述べる｡

(1)スループットの向上

平均アクセス時間30叫S,データ転

送速度3Mバイト/秒(クロスコール構

成で最大12Mバイト/秒)によって,

大幅に入出力処理時間の短縮を図った｡
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図3 分散形GRADAS HITAC DS一川00

浬 母
格､ニ董

!萱滋こ

図4

(左)

H-6引トl形

半導体記憶制御装置

(右)

Hl;915-1形

半導体記憶制御装置2台

手篭監詔

図5 光ディスクファイルシステム ▲`HITFILE60”

(2)データの不揮発性

小形耳滋気ディスク装置を内蔵してお

り,電源投入･切断の際,自動的にメ

モリ部とディスク装置間でデータの復

元･退避を行ない,データの不揮発性

を保障する｡

また,バッテリー装置を追加するこ

とによって,停電時のデータ消失を防

止している｡

(3)高信束副生

メモリ部は64kビットNMOSメモ

リ素子から構成され,Sバイト当たり

2ビットまで自動訂正できるECC(エ

ラーコレクションコード)機能の強化

と従来技術の応用を図り,高い信頼性

を実現した｡

光ディスクファイノレシステム

"HITFILE60”の開発

オフィス内の文書･図面などを蓄積,

検索,画像処]塑,伝送する電子ファイ

リングシステムを開発した(図5)｡蓄

積媒体は光ディスクである｡主な特長

は,(1)超大容量の文書(Max.134万

枚)を扱えること,(2)国内最高の高精

細ディスプレイ(8本/mm)で画像表

示できること,(3)高速･高精細の入出

力機能をもっていること,(4)アイコン

(絵図)･マウスによる簡易な操作で,国

内初の画イ象処理機能をもっていること,

(5)最大8台の検索ステーションを接

続できることなど,である｡



図6 光ディスク記憶装置

図8 FDD-441形フロッピーディスク駆

動装置

光ディスク言己憶装盲量の開発

H一餌75形光ディスク記憶装置は,コ

ンピュータシステムの多様化に伴い,

大量に発生する書類や図面などの画像

情報やコード情報を,安価で大量に記

録でき,しかも媒体の交換が可能な外

部記憶装置として開発したものである

(図6)｡

主な特長を以下に述べる｡

(1)コンピュータシステムに接続が可

能である｡

(2)コードデータ及びイメージデータ

の記錦カヾ可能である｡

(3)ランダムアクセスが可能な大容量

記憶(記憶容量:2.6Gバイト/枚)を

もつ(平均アクセス時間二0.25秒)｡

(4)高速転送によるチャネル占有時間

の短縮(バッファメモリ付き)(最大転

送速度:1.5Mバイト/秒)

(5)交換可能な光ディスクカートリッジ

(6)長期間のデータ保存可能

(7)省スペース化

(紙と比較して約去)
本装置は,ホストコンピュータによ

る文書管理システムのほか,光ディス

クファイルシステムHITFILE60,

HITAC T-560/20マルチワークステ

‾ションによる文書管理システムに接

続される一方,OEM用としても提供

される｡
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図9 5in磁気ディスク装置｢DK511シリ

ーズ+

大容量磁気ディスク用薄膜磁

気ヘッドの開発

情報のオンライン処理及びデータベ

ースシステムの急速な発展に呼応し

て,大容量磁気ディスク装置の開発が

進められている｡従来磁気ディスク用

ヘッド材料としては,フェライトを切

断加工したモノリンツク形ヘッドが主

として採用されている｡しかし,フェ

ライトは,高周波領域での透磁率が低

く,トラック幅の加工精度が限界に近

づいている｡

このような課題を解決するため,半

導体技術を基本とした薄膜磁気へッ'ド

が近年注目を集めている｡

日立製作所では,磁気コア形状と磁

気特性との関係を求める計算機プログ

ラムを開発して,薄膜磁気ヘッドの最

適構造を定めるとともに,設計構造を

実現するためのプロセス技術の開発を

進めた｡

その結果,NiとFeとの組成比を精

密に制御した,パーマロイ膜の作製方

法を確立するとともに,段差の大きい

部分に高精度のパターンを作製する方

法を開発し,大容量磁気ディスク装置

用薄膜磁気ヘッドを作製した｡

作製した薄膜磁気ヘッド(図り に

ついて,読み出し･書き込み特性,オ

ーバーライト特性,位相マージンなど

の基本特性を測定した結果,いずれも

目標値を満足し,実用化が可能である

図7 半導体技術によって開発した薄膜

磁気ヘッド

ことを確認した｡今後のトラック密度

向上,転送速度の向上を進めるために

は,薄膜磁気ヘッドの採用が必須にな

るものと予想される｡

本研究の成果を採用した大容量磁気

ディスク装置の早期製品化によって,

今後共市場要求にこたえていく考えで

ある｡

大容量フロッピーディスク馬区

動装置の開発

OAの普及に伴って,OA機器の扱

うデータ量も増加の一途をたどってい

る｡このため,そのファイルとしての

フロッピーディスクもますます大容量

のものが求められている｡このような

市場要求にこたえるものとして,以下

の特長をもつFDD-441形フロッピー

ディスク駆動装置を新たに開発した

(図8)｡

(1)大形ディスク技術の採用によって,

記憶容量を9.6Mバイトと一挙に従来

の6倍にし,システム機能の大幅向上

を可能とした｡(2)マイクロコンピュー

タ制御のステップモータによって,8in

サイズながら96TPIの高精度位置決

めを実現した｡(3)5inリードディス

クタイプのインタフェースを採用し,

システム設計を容易にした｡

大容量高速5inディスク装置

の開発

小形･軽量な5inディスク装置が,

オフィスコンピュータ,パーソナル

コンピュータなど各種OA機器に

広く使われはじめている｡ステップモ

ータによって磁気ヘッドを移動,位置

決めする方式のものが,現在主として

用いられているが,この方式のものは

大容量化,高速化が難しい｡これらを

改善して,次のような特長をもつ

DK511シリーズディスク装置を開発

した(図9)｡
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図柑 H-8427形磁気テープ装置

図II H-8633形通信制御処理装置

(1)磁気ヘッドの位置決めにボイスコ

イルモータを用い,閉ループ制御を行

なうことによって,トラック密度を31

トラック/mmと高密度化した｡これに

より, 5inミニフロッピーディスク装

置と同一寸法の小形装置で約5千万字

(50Mバイト)の記憶容量を実現した｡

(2)平均呼出時間を30msと高速化した｡

小形･高密度磁気テープ装置の

開発

H-8427形磁器テープ装置(図川)は,

高いコストパーフォーマンス,小形化,

省エネルギー化の要求にこたえて開発

した磁気テープ装置である｡主な特長

を次に述べる｡

(1)スタートストップとストリーミン

グの二つの動作モードをもち,大形機

並みの記録密度(6,250bpi),情報転送

速度(469kバイト/秒:ストリーミン

グ)によって通常のデータ処理だけで

なく,固定ディスク装置のバックアッ

プとしても好適である｡
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図12 カラーオートディジタイザ

(2)リールツウリールタイレクト駆動

方式の】采用,専用LSIの開発によっ

て,小形化(高さ0.9m,床面積0.3m2),

省エネルギー化(従来機比‡)及び低
騒音化を実現し,オフィス環境にマッ

チした磁気テープ装置である｡

このほか,OEM用に適したフォー

マッタインタフエース,ラックマウン

トタイプを用意しており,幅広い分野

での需要が期待される｡

通信制御処理装置H-8633の

開発

ネットワーク技術の高度化･多様化

に対応するため,小形･高性能化を図

った通信制御処理装置として,H-8633

形通信制御処理装置を開発した(図

1り｡本装置の主な特長は下記のとおり

である｡

(1)TTL系の高速LSI(1,600ゲー

ト/チップ)の全面採用による小形･高

速化と,これによる大幅な省スペース

を実現した(従来機H-8622比床面積

0.6)｡

(2)マシンサイクル高速化,命令先取

り,2プロセッサ方式による処理能力

を向上した(1.6Mbpsの高速回線サポ

ート)｡

(3)サービスプロセッサ採用による障

害情報の自動採取･解析などのRAS

機能を充実した｡

(4)回線対応部の属性自動切替えによ

るシステム構成に対する融通性を拡大

した｡

カラー図面用オートディジタ

イザの開発

日立精工株式会社では,カラー図面

用オートディジタイザをH立製作所及

び日立ソフトウェアエンジニアリング

株式会社と共同で開発し,日立製作所

武蔵工場に納入した(図12)｡本装置は,

CADによるLSI設計であい路となっ

ていたディジタイザによる手入力を機

械化するために開発したものである｡

黒･青･緑･赤･黄･紫の6色と,実

線,長･短破線の3線種の組み合わせ

で,18種の手書き線種を認識し,座標

データに数値化して出力する｡画像デ

ータ処理で分布判定線種識別手法,高

速ベクトル形線追跡手法,分割合成方

式などを駆使し,高速･高精度処理を

可能としたうえ,セル図重畳線の認識,

対話編集機能などを付加したことによ

って,人手に比べ3～5倍の能率でセ

ル図処理が可能である｡半導体自動設

計用図面読み取り実用機として世界初

であり,多色図面読み取り用に,今後

広範囲な分野での応用が期待できる｡

HT-5530キャリ ングクー ミ

ナノレの開発

顧客先でのセールス活動など,移動

三三言;妄言空言買三言孟芸苧三1芸ノ

13)｡

本装置は電池によって動作する携帯

形機器で,装置単独でデータの収集が

可能となっている｡キーボード及びジ

ャーナルプリンタをもつ簡易オンライ

図13 HT-5530キャリングターミナル
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図14 H汀AC T-860/川,30フレキシブルバンキングターミナル

本体
フロッピーディスク

プリンタ

ディスプレイ

ブック

キーセット

区I15 日産サービスフロントシステム

ン端末機で,音響カプラあるいは

NCU(網制御装置)付モデムによって,

加入電話回線などを介してホストコン

ピュータと接続し使用される｡

主な特長は下記のとおりである｡

(1)パラメータ形式のフォーマットプ

ログラムによって,ユーザーは簡単に

プログラミングすることができる｡

(2)クリーンデータ作成のため,充実

したチェック機能を備えている｡

(3)ユーザーメモリのメモリレイアウ

トをユーザーで行なえるため,アプリ

ケーションに対し柔軟性がある｡

(4)英･数字の入力に加え,仮名文字

(ローマ字仮名変換方式)も入力できる｡

HITAC T-860/10,30金融機

関クーミナノレシステムの開発

昭和60年代の銀行の営業店を展望し

た新しい金融機関向けターミナルシス

テムとして,HITAC T-860/10,及び

30の2機種を開発した(図川)｡

T-860/10はSAP(標準アプリケー

ションプログラム)の提供,多目的モ

ジュール端末FBT(フレキシブルバン

事′さ●

増設フロッピーディスク ディスプレイ

句

ブック

キーセット

キングターミナル)の採用,日本語処

理サポートなどを特徴としたコンパク

トで効率的,経済的なシステムである｡

T-860/30は,DPOS(汎用分数処理

オペレーティングシステム)の採用,

580/20インテグレーテッドエミュレー

ションの実現,エンドユーザー言語や

リレーショナルデータベースの採用,

多様な通信制御機能のサポートなどを

特徴とした,より高度な営業店分散処

理システムである｡

日産自動車株式会社ディーラ

ー向けサービスフロントシス

テムの開発

日産系自動車ディーラー各社の拠点

合理化のため,サービスフロント業務

をEDP化する,日産サービスフロン

トシステムを開発した(図15)｡

一般に自動車の点検,修理,車検な

ど｢サービス+と称される業務の事務

処理は,複雑なうえディーラー各社に

よる考え方の相違もあって,統一仕様

での機械化は難しい｡しかし,本シス

図16 HT-586卜づキャッシングターミナル

ディスク

本体
フロッピーディスク

プリンタ

テムは以下に述べるように,いずれの

ディーラーにも採用しやすいものにな

っている｡

(1)日産自動車株式会社及びモデルデ

ィーラー5社と共同で仕様を検討し,

ディーラーの実情に合わせて共通化を

区lった｡

(2)受注から,売上,管理資料作成,

各種マスタメンテナンスに至る幅広い

業務をカバーしている｡

(3)ガイド方式,ワンタッチ入力,仮

名漢字変換による漢字入力など,偉い

やすさを大切にした機能を備えている｡

(4)デスクトップタイプの本体及びそ

れと一体化されたプリンタなど,パー

ソナルコンピュータ並みの小形･省ス

ペースシステムである｡

HT-5861-6キャッシングクー

ミナノレの開発

融資,預金の支払い業務の自動化を

図る小形の現金支払機HT-5861一づキャ

ッシングターミナルを開発した(図16)｡

主な特徴は次に述べるとおりである｡
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(1)紙幣1金種(万円)を扱う｡

(2)設置は自立,卓上いずれも可能で

ある｡

(3)銀行統一規格カード(JIS B9560

ⅠⅠ型)及び国際規格カード(JIS B9560

Ⅰ型)が使用できる｡

(4)加入電話回線を介して,遠隔地か

ら監視及び制御が可能な自動監視シス

テムを用意している｡

高速漢字プリンタシリーズの

開発

最近のオフィスオートメーション指

向により,単票が使えるプリンタの需

要が急増している｡これにこたえるた

め,連続紙と単票が同時に使え操作性

の良い水平インサータ付プリンタを開

発し,シリーズに加えた(図17)｡その

特長は,(1)連続紙をセットしたまま単

票が使える｡(2)漢字印字速度60字/秒,

30in/秒の高速スペーシング(処理能力

は従来機の約2倍)｡(3)低騒音(従来

機に対し約3db減)である｡(4)小形

･卓上形である｡

図17 水平インサータイ寸プリンタ

日立グラフィック端末システム

``G-760”の開発

日 立グラ フ ィ ック シ ス テム

GRADASの端末システムとして,G-

760及びG-760S(分散形GRADAS

DSlOOO用)の開発,エンハンスを行な

った｡

高速表示変換機構,大容量セグメン

トバッファ,高精細多色グラフィック

ディスプレイ,タブレットなど高性能

図形処理機能に加え,シンボルコマン

ドや漢字表示のダイナミックメニュー

など,操作性の向上及びホストコンピ

ュータ接続の高速化による応答性の向

上を図った｡
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野村謹券株式会社納め国際投

資情報システム"CAPITAL''

CAPITAL(ComputerAidedPort-

folio andInvestment TotalAna_

1ysis)は,国内はもとより,海外各地

から収集した投資情報データをデータ

ベース化し,国内,海外のユーザーに

情報提供サービスを行なうシステムで

ある｡システム構成を図18に示す｡

ホスト コンピュータはHITAC M

-280H2台によるマルチホストオン

ラインを実現し,処二哩能力の拡大を図

っている｡

ネットワークは,プロトコルとして

Ⅹ.25を採用したHIPA-NET(Hita-

ChiPacketNetworkSystem)と,ま

たより上位のプロトコルとしてHNA

(HitachiNetworkArchitecture)を

採用し,システムの標準化,拡張性へ

の対応を図っている｡

端末としては,各社各種グラフィッ

ク端末,パーソナルコンピュータ

(MB16000ほか)を約1,000台使用し

ており,ホストコンピュータとのプロ

トコル変換用に中継コンピュータE-

800システム15台を採用している｡

本システムは昭和57年5月から運用

を開始し,昭和58年に入り,マルチホ

ストオンライン化,専用ネットワーク

の構築,海外へのサービス開始などシ

ステム拡大を実施し,現在は更に世界

各地への情報提供のためのシステムを

展開中である｡

日産自動車株式会社納めDSS

(計画検討支援システム)の開発

日産自動車株式会社にDSS(Deci-

Sion Support System:計画検討支援

システム)を納入した｡このシステム

の特長は,コンピュータ内で机,キャ

ビネット,ファイル,用紙などの事務

作業環境を実現したことであり,構成

ソフトウェアと して一部EXCEED

(Executive Management Decision

SupportSystem)を利用している(図

19)｡

これによr),通常の事務作業と同じ

手順で帳票設計.データベース検索,

データの加工･解析,グラフ作成など

ができ,業務担当者自身がコンピュー

タを利用して非定形な業務に柔軟に対

応できるようになった｡

日産自動車株式会社では,DSSを各

部門でのデータの分析及び会議の場で

の計画検討支援に適用し,効果を挙げ

ている｡

システム遷幸云支援装置タイプ

2の開発

システム運転支援装置タイプ2

"CSC-2''(CentralSystemOperation

Controller-2)は,日立自動運転システ

ムを構成する基本ハードウェア製品

で,電源の自動投入を主とした基本機

能と,複数プロセッサから構成される

大形システムへの対応を可能にする拡

張機能を備えている(図20)｡

主な特長を以下に述べる｡

(1)運用スケジュールに沿って,最大

M-280H

〉OS3

叩MlI

データベース

ADABAS

データベース

剛小
一一ノ

P

D
M
Ⅲ

DCCMII

オンライン

業預処理
プログラム

TSS

業務処理プログラム

M-280H

VOS3

DCCMIl

オンライン

業務処理
プログラム

TSS

業覇処理プログラム

注:略語説明など

V

T

A

M

V

T

A

M

CCP 川PA-NET

(H-8622)

CCP

(H-8622)

(PCS200)

国 内
ネットワーク

H‡PA-NET

(APS300)

海 外
ネットワーク

中継コンピュータ
各社禍端末

(E-800).TDM(M引6000′く-ソナルコンピュータはか)
ノ17===て＼

ヨ卦一瑚二恩
TDM

(H-8689)

＼ :各社各種端末

(MB16000′く-ソナルコンピュータほか)

各社各種端末

]二撃

『モ箪

CCP(通信制御処理装置)

HIPA-NET(Hitach Packet NetvJOrkSystem)
TDM(多重集配信装置)

VOS3(Vi｢tualsto｢∂geOperati=gSystem3)
VTAM(∨爪ualTelecoいmun･C∂tiohAccess M郎hod)
NCP(Netwo｢kControIPro苧ram)
DCCMII(DataCommunjcat10nandControIProgramlI)

TSS(丁‥¶eShari[g System)
PDM口(Prac‥calData Ma[agerIl)

ADABAS(AdaptableDataBaseSystem)･=ソフトウェア･エージ一社製)
CTCS(Cha=[e】toChanneiSystem)

図ほ 野村謹券株式会社納め国際投資情報システム"CAPITAL”のシステム構成



1箇月先までの電源投入予約ができる｡

(2)事務室などコンピュータ室から離

れた場所で,システムの電源投入,切

断ができる｡

(3)1台のCSC-2で,最大4システ

ムまでの電源投入,切断ができる｡

(4)疎結合マルチプロセッサシステム

で,システム運転中に使用しなくなっ

た入出力装置の電源切断ができる｡

(5)オンラインシステムで,障害発生

時の高速自動回復が実現できる｡

川TAC M-260H

0

⊂〉

⊂:⊃.

野

用紙表示

分DSS

データ

/ヾ-ス

算機内で表現された概念的な事務環境

CRT画面として表現されたマンマシンインタフェースの実際

q

C7

♪

〒

≦表喜書物

℃

ll州

事務環境表示¢

●●一●●●■

鞠

図19 DSSのマンマシンインタフェース

H-8315-1形
CSC-2 指定時到 りモートパネル

設備電i原
オ ン

システム電源
オン指令

ほ窟読込

障害報告

システム

電源オン

運転開始

障害表示

設備電源オン指令

運転再開

運転終了
システム

電源オフ

設備電源
オ フ

CPU

｢‾‾‾‾‾‾

F付帯設備

自動運転

監視盤

電漂設備

空調俊

センサ

障害報告

"二

●
-
-
-
■
+

器加報一望已

__■_+

注:略語説明

CPU(CentraJProcessr=g仙t),AOM(AutoOperat旧nMo州0り

図20 CSC-2基本機能図

計算機システム構成の最適設

言十ツーノレ"lSCP”

分散化,OA化に伴い,複雑化する計

算機システムに対し,性能と信頼性の

目標水準を満たし,しかも最も経済的

なシステム構成の設計を会話形式で支

援するツール,ISCP(Integrated

TooIs for System Configuration

Planning)を高機能化した(図2り｡

まず,今後更に重要化する新記憶媒

体(ディスクキャッシュ,半導体ディ

スクなど)や高度な通信網･制御方式

(障害箇所のう回,動的流量配分など)

を含むシステムを扱えるようにした｡

特に後者では,ネットワークフロー理

論に基づいて,綱全体の流量パターン

を短時間で精度良く予測できる新モデ

ル化手法を用いている｡以上の結果,

適用範囲がいっそう拡大できた｡

また,入力データや評価モデルの登

録･検索機能を開発し,これにより,入

力の容易化と標準化が更に向上できた｡

簡易オンラインシステム

"CUTE2''の開発

従来,簡易オンラインシステムとし

てCUTE(Customer,s Terminal

EquipmentSupportProgram)を提供

してきた｡CUTEは運用及び業務プロ

グラムの開発を簡易なものにするた

め,問い合せ応答を基本に,処理形態

を単純化した｡一方,想定した処理デ

ータ量も少なく,処理に必要なメモリ

高度な網制御方式を含むシステム

/与コ
､d

＼
l-･亡コ
＼

障害又は過負荷

新記憶媒体を含むシステム

日
乙ス訂｢

好一
半導体ディスク

〔ヨ

拡大前

固持構成

ホストコンピュータ線種

ファイルプログラムの割付け

●CPU機種

●メモリ客土
●ディスク台魚

など

適用対象の拡大-ノノ

lSCP

佃能信頼性)

要兼任様

システム

構 成 案

＼
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評 価
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図21計算機システム構成の最適設計ツール"】SCP”



あるいはディスク容量を固定的に割り

当て,ユーザーの環境設定の煩わしさ

を少なくした｡しかし,処理データ量

は日に日に増大し,CUTEの処理能力

では,ユーザーの要求に耐えられなく

なってきた｡また,言語もNHELP

(NewHitachiEffectiveLibraryfor

Programming)では複雑な業務処理に

は耐えられず,COBOLサポートの要

求が強くなってきた｡そこでこの2点

を重点にCUTEを改善し,CUTE2を

開発した｡

CUTE2は,CUTEの特徴である｢簡

易さ+を崩さず,処理能力を向上させ,

言語としてはNHELPのほかCOBOL

をサポートしたシステムである(図

22)｡

更に,今後は,オンラインシステム

に欠かすことのできないネットワーク

機能を強化し,大形コンピュータの分

散機としての役割りを果たしていくこ

とを検討中である｡

エンドユーザー向けデータエン

トリシステム開発支一葉ツール

"HISPOT''の開発

VOSl,VOSl/ESのもとで,オンラ

インデータエントリシステムをエンド

ユーザーが対話形式で容易に開発でき

るHISPOT(HitachiInteractive

Application Software Production

andOptimizingTooIs)を開発した｡

HISPOTは,既存の業務仕様を業務仕

様ライブラリに登録しておき,この中

からエンドユーザーの要求に近い類似

仕様を選択し,ガイダンスに従い端末

から対話形式で修正指示を与え,新規

業務仕様を作成する対話形業務仕様定

義機能と,作成された業務仕様から業

務プログラムを自動的に生成するプロ

グラム生成機能から成る｡図23にプロ

グラム開発,運用の流れを示す｡

HISPOTの導入によって,エンドユー

ザーはオンラインデータエントリシス

テムの容易な構築が実現される｡

分散コンピュータ向けリ レー

ション形データベース"RDBF”

の開発

近年,処理の分散化が進められてい

るが,分散側コンピュータでは,従来

どおり取り扱うデータを部門ごとにフ

ァイルとして管理,運用している｡こ

のため,各部門間で同じようなデータ

をもち,ファイル容量の増大を招いて

いる｡また,プログラムがデータ構造

に依存しているため,データ構造の変

更に対してプログラムも修正しなけれ

ばならない｡RDBF(RelationalDate
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図23 HISPOTを使用してのプログラム開発,運用の流れ
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図24 拡張入出力制御機構の概念

BaseFacility)は,分散コンピュータ

向けにこれらデータと一元管理するこ

とで,ファイルとプログラムの有効活

用を図るものである｡

RDBFでは,ファイルの論理的な構

造を2次元のテーブル形式(表形式)

で表現し,それぞれのユーザー(プロ

グラム)が必要とするとき,利用した

い形式でデータを取り出すことができ

る｡リレーショナル形データベースフ

ァイルを利用すれば,使用する部門の

業務内答に依存しないファイルを構築

できる｡例えば,氏名,経歴,給与か

ら成るファイルを作成し,人事プログ

ラムでは氏名,経歴を,給与計算プロ

グラムでは氏名,給与を利用するとい



う定義を行なうことでそれぞれ同一フ

ァイルから独立した業務を行なうこと

ができる｡

RDBFはVOSO/ES,DPOSのもと

で動作しi欠のような特長をもつ｡

(1)単純で分かりやすい表形式のデー

タ構造である｡

(2)データの定義とプログラムが独立

している｡

(3)複数ファイルから必要なテヾ-タを

一度に取り出せる｡

イ反想形拡張入出力制御方式の

開発

半導体メモリの進歩により,大容量

な主記憶が利用可能となってきた｡し

かし,主記憶と2i欠記憶とのアクセス

ギャップは依然大きく,対話処理の応

答を悪化させる主要因となる場合が多

い｡拡張入出力制御方式はこの問題を

解決するために,二次記憶装置への入

出力操作を仮想記憶へのアクセスに代

替し,物理的入出力を大幅に削i成する

ことを目的としている｡

本方式は,図24に示すよ うに,

VSLIB(1反想記憶ライブラリ)にあら

かじめプログラムを格納しておき,プ

ログラム読込みはVSLIBから行な

う｡ⅤISLIBはメモリ階層で構成され

るので利用度が高く,性能上重要なプ

ログラムは高速な記録媒体上に配置す

る必要がある｡

このため,過去のプログラム要求パ

ターンから将来の要求を予測し,プロ

グラムを記憶β皆層間に自動配置するこ

とで主記憶を有効利用する記憶階層管

理機能を備えている｡更に,本機構の

効果を監視したり,プログラムをオン

ラインで保守,拡張する制御コマンド

類が用意されている｡これらの機青削ま,

既存プログラムを一切変更することな

く利用でき,対話処理の応答時間を
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図26 電子回路基板設計システムHICARDSの構成

30-50%短縮できると期待される｡

3三欠元設計システムHICAD/

3 Dの開発

機械分野のCAD一貫システムで

は,性能解析･形二伏設計を行なうため

に3次元幾何モデリングが不可欠であ

る｡本製品は,設計者が計算機と対話

しながら形二状を作り上げるシステム

で,次に述べるような特長をもつ(図

25)｡(1)ワイヤフレームモデルと自由

曲面を含むサーフェースモデルを扱え

る｡形状の定義は3次元座標値による

直接入力のほか,2次元図形に奥行･

回転を与える方法,及び三面図から形

状を定義する方法で行なう｡また,面

の定義を容易にする自動面張機能をも

つ｡(2)カラー表示,面の塗りつぶし,

等高線表示などの表示機能をもつ｡(3)

形状にグループ(製品レベル)･ユニッ

ト(部品レベル)の階層を付与して管

理するデータベース機能をもつ｡(4)図

面作成･構造解析データ･NCデータを

作成するインタフェース機能をもつ｡

電子【司路基板設貢十システム

"HICARDS”の開発

最近,ICやLSIを用いた高密度な

電子回路基板として,ディジタル基板,

アナログ基板,混合基板及びハイブリ

ッドICの需要が増加している｡設計･

製造の合理化のためには,これら多種

多様な電子回路基板に対応できる高度

自動化実装処理を含むCADシステム

が強く要望されており,HICARDS

(HitachiCircuit BoardDesignSys-

tem)はこれを実現したものである｡国

26はHICARDSの構成を示したもの

であり,その主な特長は次のとおりで

ある｡

(1)論理図や回路図を対話で作成し,

回路解析や論理シミュレーションで最

適な回路設計ができる｡

(2)混合基板の設計では,ディジタル

部分は自動配線機能で,アナログ部分

は対話配線機能で配線パターンが作成

できる｡

(3)設計ルールの自動チェック,アー

トワークの自動処理技術で,設計者の

意図した配線パターンを作成できる｡

(4)平均化手法及び高速迷路法で,多

層多チャネルの自動配線ができる｡

(5)マスク原図,ホトプロッタデータ,

穴あけNCデータなど各種の製造情

報を自動的に作成できる｡
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システム開発支援"EAGJE”の

開発

システム要求の多様化に伴うEDP

部門の膨大なバックログ(開発待ち)

は,ますます深刻の度を深めている｡

これに対し,従来からユーザー要求の

把握からシステムの開発･維持まで,

一貫した作業の標準手順,技法,支援

ツールを体系化し,HIPACE(Hitachi

Phased Approach for High Produc-

tive Computer Systems Engineer-

ing)として提供してきたが,今回支援

ツールを強化し,EDP部門向けソフト

ウェアの開発効率向上を目的としたシ

ステム開発支援EAGLE(Effective

Approach to Achieving High Level

Software Productivity)を開発した

(図2丁)｡

EAGLEはHITAC M シリ
ー ズ

VOS3対話環境下で動作し,汎用の

COBOL言語を対象としており,次に

述べるような特長がある｡

(1)対話処理(日本語メニュー･ガイダ

ンス)によるシステム開発ができる｡

(2)標準パターン･部品を組み立て,容

易にプログラムを作成できる｡(3)デー

タ辞書(データディクショナリ)によ

りソフトウェア資源を一元管理する｡

(4)保守用ドキュメントを自動作成する｡

病院向けアプリケーション′〈

ツケージの開発

日本語による病院アプリケーション

ソフトウェア･パッケージと して,

HIHOPS-HK(Hitachi Hospital

System-HK),HIHOPS-EK,HINUS-

EK(HitachiNutrition Management

System--EK)を開発した(図28)｡HIHOPS--

HKは中小規模病院を,またHIHOPS-

EKは大規模病院を対象とした医王寮事

務システムであり,病院の規模に応じ

た最適なシステムが構築できる｡

HIHOPS-HK/EKは,オンライン処

理で患者国有情報･診療情報のデータ

ベースヘの蓄積や患者請求書の作成な

どを,またバッチ処理で診療報酬明細

書作成などを行なう｡HINUS-EKは

給食管理システムであり,オンライン

処理で食数管理や献立作成などを,ま

たバッチ処理で食品管理などを行な

う｡

量販店POS用アプリケーショ

ンパッケージ"SMP-S”の開発

最近,小売業界ではPOS(Pointof

Sales)ターミナルの導入が本格化しつ

つある｡量販店用スキャニングPOS

ターミナルの開発に対応し,店舗シス

テムの導入を答易にするためSMP-S
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図29 量販店POS用アプリケーションパッケージSMP-Sの位置づけ

(StoreManagementProgram-S)を

開発した(図29)｡

SMP-Sはストアコントローラ(D-

910/920)のもとで,POSターミナル,

ディスプレイ端末の制御や障害時のリ

ラン処理を行なう基本コントロール

と,取引管理,価格管理,扱い者管理

といった基本ア78リケーションから構

成されている｡また,SMP-Sの利用に

よってユーザーは固有の業務アプリケ

ーション開発に専念できるため,シス

テムの短期開発が可能となる｡

図書館向けアプリケーション

パッケージ"+00KS”の開発

最近の社会情勢の変化に伴い,地域

住民の知的欲求が増大するなかで図書

館は高度な情報サービス機関としての

二役割を期待されている｡更に,貸出し

冊数などの情報量の増大,情報の多様

化は従来の人手作業や個々の独立した

機才戒化では対処することがほとんど困

難な状況である｡

しかし,総合的なコンピュータ化を

図るためには,膨大な開発工数を要し,

この要員を確保することは公共図書館

などでは困難である｡LOOKS(Library

Information Management Kanji

System)は,このような図書館の現状

にかんがみアプリケーションパッケー

ジとして開発されたものである｡

主な特長を以下に述べる｡

(1)JIS第1水準,第2水準の漢字処

理を基本としている｡

図書,利用者,予約などの各種情報

を有機的に連結させたデータベース構

造を採用しているため,情報の一元管

理が可能になる｡

表3 H汀ACL-150/470システムのアプリケーションパッケージ一覧

項番 業 種 対象ユーザー
アプリケーション

パ
ッ ケ ー ジ 名 称 APP略称

1 自 治 体 地方自治体 日本語住民情報システム HITOPIA

2 自治侃学校 自治体,学枚 日本語図書館情報システム LOOKS

3 サービス 旅 行 業 旅行業向けパ･ソケージ Hr｢RIPS

4 製 造 組立加工業
組立加工業向け生産管理モジュー
ルライフ小ラり ESLP

5

出 版 出 版 社

出版社向け販売在庫システム SIFP

6 出版社向け経理システム ACFP

7 市 場
青果物卸売 青果物卸売市場向け販売管】里シス
市場 テム

8 保 険 保 険 外航貨物海上保険システム CAIS

9

一

般

経 理 固定資産管理システム HAP-SHISAN

10

給与計算

人事･給与システム

11 税岳計算サブルーチン

12
フ一口グラム
開発 COBOL標準処]空モジュール群 COSMIC

(2)本館,複数の分館,移動図書館など

を情報システムとしてネットワーク化

することにより,あたかも一つの図書

館として機能させることが可能になる｡

(3)従来の書名,著者名の検索に加え

て,副書名,シリーズ名,件名,分類

番号,図書番号など豊富な検索キーを

サポートしている｡

(4)図書情報の中には,書名,著者名

など可変長項目があり,LOOKSでは,

図書情報を可変長形式としており,情

報をカットすることなしに最小のファ

イル容量で格納できる｡

出版社向けアプリケーション

パッケージ"SIFP”,"ACFP”

の開発

出版社では,自社開発を行なおうと

すると要員の確保が難しく,しかも多

くの開発期間を要するため,アプリケ

ーションパッケージを待望する声が

年々高まってきている｡

このニーズに応じるために,数多く

の出版社を通じて蓄積してきたノウハ

ウを基に,中小規模出版社向けアプリ

ケーションパッケージを2種類開発した｡

(1)SIFP(SalesandInventoryCon-

troISystem for Publishing Firms)

の機能概要

(a)取?欠店との取引を主体とする出

版社を対象とした漢字システム採用

の販売在庫管理システムである｡

(b)オンライン処≡哩で,納品書の発

行や出荷可能本･出荷不能本などの

在庫状況が即時に把握できる｡

(c)常備寄託計算書など出版社固有

の帳票類を扱っている｡

(2)ACFP(Accounting System for

PublishingFirms)の機能概要

(a)在庫調整引当金などのように,

出版社固有の勘定科目を盛r)込んだ

漢字システム採用の経理システムで

ある｡

(b)経理伝票のデータエントリは,

科目マスタ,仕入先マスタなどを参

照し,オンライン処理で行なってい

る｡

(C)広告宣伝費明細表など9種類の

月報を扱っている｡

これらのパッケージを仕様変更なし

で適用した場合,開発期間が約3箇月,

工数が3-4人/月でできる｡したがっ

て,パッケージを適用しないで開発し

た場合に比べ,開発期間が÷,工数が
÷～去に削減できる｡

小形機でのアプリケーション

パッケージの開発

アプリケーションパッケージは,パ

ーソナルコンピュータやオフィスコン

ピュータの市場から中小形機へと需要

が高まってきている｡このため,小形機

の新機種であるHITAC L-450/470

システムでは,種々のAPP(Applicable

ProgramProductforCustomers)パ

ッケージ(業務別及び業種別アプリケ

ーション)を開発している｡パッケージ

の利用によって以下の効果がある｡

(1)システム開発費の低減化が図れる｡

(2)システムの早期稼動が実施できる｡

(3)信頼性の高いシステムが実現できる｡

L-450/470システムのアプリケーシ

ョンパッケージは表3に示すとおりで

ある｡
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図30 日立制御用スーパーマイクロ

コンピュータHIDIC V90/5

日立制御用スーパーマイクロ

コ ンピュータHIDIC V90/5

の開発

最近のマイクロコンピュータの急速

な進歩に伴い,制御用計算機の分野で

も高性能･高機能かつ安価なマイクロ

コンピュータと,これらを有機的に結

合するLAN(LocalArea Network)

を用いた分散処理システムが採用され

つつある｡これにこたえ,HIDIC V90

シリーズの下位機種として,制御用ス

ーパーマイクロコンピュータHIDIC

V90/5を開発した｡

図30にHIDIC V90/5の外観を,図

31にシステム構成を示す｡主な特長は

以下に述べるとおりである｡

(1)CPUには日立16ビットマイクロ

プロセッサHD68000を採用した｡主記

憶容量は,このクラス最大の8Mバイ

トまで拡張でき,システムの多様なニ

ーズに十分対応できる｡

(2)入出力バスは国際標準IEEE796

に準拠しているため,最新の端末も自

由に]妾続できる｡

(3)LANとして国際標準に準拠した

〃-∑NET(マイクロングマネット)を

開発し,低コストかつ高速な分散シス

テムを実現できる｡

(4)OS(オペレーティングシステム)

として,使いやすさで定評のある,米

国ベル研究所開発のUNIXシステム

Ⅴを搭載した｡
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(5)HIDICの豊富な経験で磨き上げ

られたリアルタイムOS(PMS)により

応答性に優れたシステムを実現できる｡

日立制御用計算機HIDIC V90/

30,50オペレーティングシステ

ム"RENIX”の開発

HIDIC V90/30,500Sに米国ベル

研究所で開発された会話形OS,

UNIX(米国ベル研究所の登≦録商標)を

付加し,HIDIC-OSの諸機能に加え,

UNIXによるプログラム開発,テキス

ト処理,ファイル処理を可能とする

OS,RENIX(RealtimeUNIX)を開

発した(図32)｡

(1)リアルタイムOSとUNIXを同

時搭載している｡

(2)UNIX最新版SYSTEM-Ⅴを搭

載している｡

(3)米国カリフォルニア大学バークレ

イ校での拡張機能を実現した｡

(4)リ アルタ イ ム用プロ グラム

UNIXプログラム間でのパイ70交信

が可能である｡

FA用分散形コンピュータ

FMCコントローラの開発

FAで,ワークセンタレベルを統括

制御する分散形FA用コンピュータ

``FMC”(Flexible Manufacturing

Cell)コントローラを開発した｡図33に

FMCコントローラを核とした分散形

システムの例を示す｡特徴は下記のと

おりである｡

(1)高機能マイクロコンピュータ

68000,高速リアルタイムOS及び洗練

されたFA用制御ソフトウェアの装備

により,使いやすさを追求した｡

[::コ
コンソール

ディスプレイ
○
フレキ

シフル

ディスク

固定

ディスク

[
BC

[:コ

BPU MS F/∝E FX/DCE

H旧IC V90/5CPU

入出力パス(lEEE796)

UPIF

キャラクタ プリンタ
CRT

[コ
セミグラフィック

JJNCP

り一三NET

旨白日

Pl/OCE

注:略語説明

BC(バス制御ユニット)

BPU〔プロセッサユニット
(含HD68000)〕

MS〔主記憶(最大8Mバイト)〕
F/DCE(フレキシフルディスク

入出力制御機構)

FX/DCE(固定ディスク入出力
制御機構)

UPIF(汎用インタフェース機構)

りNCP(.り-∑NET制御プロセッサ)
Pl/OCE(プロセス入出力

制御機構)

りST(マイクロステーション)

HIDIC〉90/5 ラインプリンタ プロセス入出力システム
CRT CP〕

図3】 日立制御用スーパーマイクロコンピュータ"HIDIC V90/5”システム構成

プラント

データ

ウェイ

実験機器

プログラム開発 文書処理

⊂⊃ ⊂⊃

リアルタイム環境

(リアルタイム制御)

●マルチタスキング

●センサ入出力

●マルチネットワーク
制御
など

UNlX環境

(多端末会話制御)

●テキスト編集,コンパイル

●ソースプログラム管理
●ワートプロセッサ.
電子メイル
など

共 通 制 御 プ ロ グ ラ ム

共有メモリ

共有ファイル

リアルタイム

ファイル

〕NIX

ファイル

汎用計算機

RJE

注:略語説明 RJE(RemoteJob EntrY)

区132 RENIXシステムの概念図



2)FA用LAN/ノー∑NETにより,容易

こ拡張可能である｡しかも,FMCコン

トローラ∧r:1バックアップなど高

信頼システムを実現可能である｡

3)知識工学を応用した条件判断制御

形言語"SCD''(StationCoordinator)

削御の流れに沿ってプログラミングで

きる順序制御形言語"SCR”(Station

Controller)によって,システム構築期

間を従来に比較し大幅に短縮できる｡

汎用画像言忍識装置"ト‖DIC tP”

シリーズの開発

世界初の画像処理専用VLSIをベ

ースとした並列演算によF),16ms/画

面と高速画像演算処理を実現し,専用

サポートソフトウェアとあいまって,

オンラインリアルタイムの画像認識を

可能とした｡

装置の主な特長を以下に述べる｡

(1)濃淡画像演算,ヒストグラム処理,

特徴抽出処理,ラベリング処理,濃度

変換処理などの画像基本演算を

167ns/画素と高速処理が可能である｡

(2)会話形画像解析評価システムソフ

トウェアの助けにより,会話形で画像

処理手順の作成ができる｡

(3)約40個の特徴量計算コマンドを準

備し,更にこれらを組み合わせた学習

機能ソフトウェアにより,ユーザーの

認識処理手順作成が極めて容易であ

る｡

(4)モノクロ,カラーITV,VTRなど

各種映像機器の接続が可能である｡

(5)内蔵の68000CPUと各種入出力装

置により,処理結果の統計情報の作成

や,認識結果をもとにした各種制御が,

本装置だけで可能である｡

以上の特長をもつ本シリーズ装置に

よって,画像認識の応用の大幅な拡大

が期待できる｡

汎用計算機

プログラム

開 発

モニタ

自動倉庫

H-V90/5

倉庫DB

C.CRT

CRT

H-V90シリーズ

(V90/50.30,5)
DB

り三Net

FMC

FMC

(ジニ;写｡)
FMC FMC

ワーク
ファイル

注:略語説明

FMC(Flexlble Man〕factu｢lng

CellContro-ler)

lF(入出力インタフェース装置)

D巳(データベース)

P+C(Programable Log-C Cont｢0=e｢)

CRT

T/W

}

中央管理端末

文書処理

グラフ処理

SHOPCON

DB

CRT

図33 分散形FAシステムアーキテクチャ
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